
『飼料用米給与牛のブランド化』

【全体概要】
牛肉の産地形成を図るため、生産者、卸・小売業者、行政が連携し、飼料用米を給与した牛肉生産技術の確立、普及の取組を

進め、交雑牛における飼料用米給与牛のブランド化に取り組んだ。
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○飼料費の低減による経営安定を図るため、飼
料用米の利用が一部の肥育農家で進んでいる。
○管内で県と生産者が共同で行った試験では、
交雑牛に蒸気圧ぺん加工処理をした飼料用米
を濃厚飼料の２割まで置き換えても、出荷成績
は慣行と遜色ないことが確認されている。
○他県では、黒毛和種去勢牛については、飼料
用米を給与すると肉質が柔らかくなり、風味向
上に関係があるとされるオレイン酸の割合が増
加する傾向が認められたという報告がある。
○交雑牛への飼料用米給与により、卸・小売業
者の求めるオレイン酸割合の高い牛肉生産を
検証する。

○飼料用米を給与した牛肉と給与していない牛
肉の脂肪酸組成、脂肪融点の調査を実施し、
比較検討及び傾向分析を行うとともに、生産者
及び卸・小売業者に結果を公表し、情報の共有
を図った。
○生産者、卸・小売業者を対象とした意見交換
会や交流会を定期的に行うとともに、新技術の
研修会や先進地視察を実施した。
○消費者を対象とした試食及びアンケート調査
を実施した。

○飼料用米給与により、統計的な有意差は認められなかったものの、飼
料用米を給与していない牛肉と比較して、オレイン酸割合は高い値であ
り、飼料用米の給与が特色のある畜産物の生産に活用できる可能性が
示唆された。
○生産者、卸・小売業者を対象とした意見交換会や交流会による連携強
化や情報の共有化を図ったことで、連携体制下における販売量が25年
度から27年度にかけて4.7倍に増加するなど、ブランド化に向けた強固な
コンソーシアムの形成が図られた。
○消費者を対象とした試食アンケート結果は、飼料用米を給与した牛肉
の方が圧倒的に高い評価であった。
○飼料用米の給与量とオレイン酸の関係を明らかにする取り組みをさら
に進め、生産技術の平準化と、販売プロモーションへの活用を図る。
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